
都
議
定
書
元
年
で
あ
る
２
０
０
８
年
が
終

わ
っ
た
が
、
わ
が
国
日
本
の
成
績
は
ど
う

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
昨
年
は
原
油
高
と
金
融

危
機
に
翻
弄
さ
れ
た
１
年
だ
っ
た
が
、
企
業
経
営

や
日
常
生
活
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
常
に
環
境

問
題
を
念
頭
に
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

１
９
９
７
年
に
合
意
さ
れ
た
京
都
議
定
書
で

は
、
２
０
０
８
年
か
ら
５
年
間
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
目
標
を
国
別
に
定
め
て
い
る
。
本
議
定

書
が
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

各
国
が
具
体
的
な
目
標

値
を
定
め
る
こ
と
を
通

し
、
人
類
が
地
球
温
暖

化
問
題
に
対
し
て
正
面

か
ら
取
り
組
む
こ
と
を

確
認
し
た
歴
史
に
残
る

出
来
事
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
の
議
定
書
が
わ
が

日
本
、
そ
れ
も
日
本
が

世
界
に
誇
る
古
都
京
都
で
締
結
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
に
、
日
本
人
と
し
て
は
高
い
誇
り
と
世
界
を

リ
ー
ド
す
る
気
概
を
持
ち
た
い
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
自
動
車
業
界
で
は
環
境
に
優
し
い
「
次

世
代
自
動
車
」
の
開
発
に
余
念
が
な
い
。
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
や
ク
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
よ
う
に

既
に
実
用
化
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
エ
ン

ジ
ン
内
部
で
化
石
燃
料
を
燃
焼
さ
せ
る
と
い
う
内

燃
機
関
か
ら
の
脱
却
と
い
う
意
味
で
の
次
世
代
自

動
車
で
は
、
燃
料
電
池
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
や
電
気
自

動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
が
今
後
の
主
流
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。Ｆ

Ｃ
Ｖ
は
、
車
両
に
搭
載
す
る
水
素
を
空
気
中

の
酸
素
と
化
学
反
応
さ
せ
て
得
ら
れ
る
電
気
を
使

用
す
る
Ｅ
Ｖ
の
一
種
と
も
言
え
る
が
、
現
在
は
そ

の
圧
倒
的
な
コ
ス
ト
の
高
さ
に
よ
り
、
一
般
に
普

及
す
る
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
一
方
Ｅ
Ｖ
は
、
必
要
な
電
気
は
外
部
か
ら

の
充
電
に
頼
る
も
の
の
、
走
行
時
の
Ｃ
Ｏ
２
発
生

量
は
Ｆ
Ｃ
Ｖ
同
様
に
ゼ
ロ
で
あ
る
。
さ
ら
に
使
用

す
る
電
気
を
、
風
力
や
太
陽
光
な
ど
か
ら
得
ら
れ

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
で
賄
え
ば
、
発

電
時
の
環
境
負
荷
も
極
め
て
小
さ
い
。
技
術
的
に

も
、
最
大
の
課
題
で
あ
る
バ
ッ
テ
リ
ー
の
飛
躍
的

な
性
能
の
向
上
に
よ
り
、
一
般
家
庭
へ
の
普
及
は

す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
。

今
後
の
Ｅ
Ｖ
の
普
及
に
は
、
バ
ッ
テ
リ
ー
性
能

等
の
一
層
の
向
上
、
充
電
ス
タ
ン
ド
等
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
電
力
源
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

シ
フ
ト
、
需
要
喚
起
の
た
め
の
補
助
金
支
給
や
税

制
優
遇
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
実
現
に

は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
一
層
の
努
力
は
も
ち
ろ

ん
だ
が
、
電
機
や
電
力
な
ど
複
数
の
業
界
間
の
連

携
、
大
学
等
研
究
機
関
と
一
体
と
な
っ
た
技
術
開

発
、
さ
ら
に
普
及
を
後
押
し
す
る
行
政
側
の
施
策

等
、
産
学
官
の
密
接
な
連
携
が
必
要
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
産
学
官
の
強
固
な
連
携
こ
そ
、
京
都
議

定
書
締
結
の
地
と
し
て
の
日
本
が
環
境
問
題
に
対

す
る
取
り
組
み
の
範
と
し
て
、
世
界
に
示
す
べ
き

も
の
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

巻頭言

小枝至

化石燃料からの脱却
―次世代自動車への期待

副代表幹事
財政・税制改革委員会委員長

日産自動車
相談役名誉会長
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若者が希望を持てる社会の構築に向けて

合同記者会見での桜井正光代表幹事発言要旨ほか

変革

経済同友会主催シンポジウム「新・日本流経営の創造」

米州委員会　原良也
アジア委員会　萩原敏孝

2008年度訪米ミッション／第34回日本・ASEAN経営者会議　ほか

デンマークに暮らして

河合良一元副代表幹事を偲んで
木暮剛平元副代表幹事を偲んで

2008年11・12月の記録と2009年２月の予定

2008年11月21日現在の入退会者

アフリカ大冒険

●巻頭言　小枝至

● 2009年 代表幹事年頭見解

●経済3団体新年祝賀パーティー

●リレートーク　秋山隆英

●特集

●委員長インタビュー

●経済同友最前線

●コペンハーゲン通信

●おくやみ

●同友会スケッチ

●新入会員紹介

●私の思い出写真館　竹林義彦
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